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川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
号
の
「
短
歌
」
は
６
月
　
日

、
９
月

３０

号
の
「
俳
句
」
は
７
月
　
日

、　

月
号
の

３１

１０

「
川
柳
」（
宿
題
「
ひ
と
と
き
」）
は
８
月
　
日


３１

ま
で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ

い
。
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
句
＝

新
築
の
瓦
陽
炎
祝
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
々
山
台
　
　
岡
林
　
均

∧
選
評
∨
珍
し
く
 平
  假
  名
 一
字
の
み
、
あ
と
は
漢
字

ひ
ら
 
が
 

な

で
句
が
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
作
者
の
感
動
は
作
品

の
奥
に
あ
り
、
読
者
を
自
ず
と
そ
の
思
い
に
誘
わ

れ
、
暫
く
は
作
品
を
楽
し
ま
せ
て
釘
付
け
に
す
る
。

ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
風
景
が
、
喜
び
を
伝
え
や
ま
ぬ

秀
作
。

 緋
 も
う
せ
ん
野
だ
て
に
散
り
し
花
の
し
べ

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寿
町
　
　
　
橋
本
　
璋
子

退
院
や
香
り
な
つ
か
し
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
手
町
　
　
島
津
　
力
徳

さ
く
ら
咲
く
余
生
こ
れ
よ
り
山
坂
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
太
　
　
　
小
松
　
華
江

花
灯
り
 軋
 む
扉
を
少
し
ず
つ

き
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
ケ
丘
町
　
松
島
　
清
美

一
万
歩
ゆ
き
て
も
ど
り
ぬ
花
堤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
町
　
　
　
土
井
　
清
子

花
人
に
父
の
影
追
ひ
天
守
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
志
町
　
　
松
本
　
克
江

試
着
い
く
た
び
草
原
の
風
 孕
 み

は
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
７
月
号
は
「
川
柳
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
５
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

３１

頂
点
　
日
原
　
輝
子
選

　
今
月
の
詠
題
「
当
季
雑
詠
」

東板持町　

　佐藤　 芽朔 ちゃん（１歳）
めいさ

毎日たくさんの笑顔と元気をくれて

パパとママは幸せだよ！ありがとう

宛先

梅の里　

　和田　 侑  里  子 ちゃん（６カ月）
ゆ り こ

初孫の侑里子は、いつもまわりを、

笑顔にしてくれます

廿山　

　左古　 結  都 ちゃん（７カ月）
ゆい と

抱っこ大好き甘えん坊くん！

家族みんなのたからものだよ

100歳
おめでとうございます！

　５月５日、１００歳の誕生日を迎え
られた山本　運生さんを訪問しまし
た。ご自宅の庭の植木などのお手入
れをよくされるそうです。

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、

兄弟・姉妹と一緒に写っている写真でも可）

は、写真の裏に、名前（ふりがな）と撮影時

の年齢（月齢）を記入し、メッセージ（20字

程度）を添えて、封書で左記の宛先まで応募

してください。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になります。

イ わ が 家
の ア ド ル



１５

「
3
食
・
楽
し
く
・
バ
ラ
ン
ス
よ

く
」
6
月
は
食
育
月
間
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
毎
日
の
食
事
に
つ
い

て
、
意
識
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
健
康
を
維
持
し
、
病
気
を
予
防

す
る
た
め
に
は
「
3
食
・
楽
し
く
・

バ
ラ
ン
ス
よ
く
」
食
べ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
基
本
の
主
食
・
副
菜
・
主
菜

の
3
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
な
り
ま
す
。
特
定
の
食
材

だ
け
を
偏
っ
て
食
べ
る
の
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
物
を
組
み
合
わ

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
1
日
の

食
事
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
く

て
も
2
～
3
日
の
間
で
、
バ
ラ
ン
ス

が
良
く
な
る
よ
う
に
心
掛
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
左
上
図
は
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
」
で
す
。
1
日
に
「
何
を
」「
ど

れ
だ
け
」
食
べ
た
ら
い
い
の
か
と
い

う
目
安
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
主
食
、
副
菜
、
主
菜
、
牛
乳
・
乳

製
品
、
果
物
の
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
い
て
、
取
り
た
い
量
の
バ

ラ
ン
ス
を
お
も
ち
ゃ
の
「
コ
マ
」
に

見
立
て
て
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
バ

ラ
ン
ス
が
良
く
な
い
と
コ
マ
は
回
り

ま
せ
ん
。

　
十
分
に
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い

水
・
お
茶
が
コ
マ
の
軸
に
な
っ
て
い

ま
す
。
コ
マ
は
運
動
（
回
転
）
す
る

こ
と
で
安
定
し
ま
す
の
で
、
運
動
も

大
切
で
す
。
コ
マ
を
回
す
補
助
を
す

る
ひ
も
は
、
お
菓
子
・
 嗜
 
し

 好
 飲
料
で
、

こ
う

ア
ル
コ
ー
ル
も
含
ま
れ
ま
す
。
ど
ち

ら
も
適
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
食
事
は
栄
養
だ
け
で
な
く
味
（
味

覚
）
や
色
（
視
覚
）
な
ど
の
５
感
も

刺
激
し
ま
す
。
色
の
バ
ラ
ン
ス
も
取

れ
て
い
る
と
見
た
目
も
お
い
し
そ
う

で
、
食
欲
が
わ
き
ま
す
。
こ
の
コ
マ

は
食
べ
る
量
の
目
安
を
表
し
て

い
る
の
で
外
食
の
多
い
人
も
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〔h
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w
w
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h
lw
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o
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u
n
y
a
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e
n
k
o
u
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o
u
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o
k
u
ji.h
tm
l

〕
か
ら

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
　
日

に
食
育

２８

月
間
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を

エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
で
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
（
　
ペ
ー
ジ
参
照
）。
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１５

水道週間が実施されます

　６月１日から７日までの１週間にわたり、「じゃ

口から　安心とどけ　未来まで」をスローガンに第５８

回水道週間が実施されます。

　この水道週間は、厚生労働省、都道府県をはじめ各

市町村の水道事業体などで実施されるさまざまな広報

活動などを通して、水道についてさらに市民の理解と

関心を高め、公衆衛生の向上と生活環境の改善を図る

とともに、水道事業のさらなる発展に資することを目

的としています。

●甲田浄水場を一般公開　

　本市でもこの水道週間に合わ

せて、土・日曜日を除く期間中

「甲田浄水場」を一般公開して

います。地下水の取水から薬品

の注入、沈殿池、ろ過施設な

ど、水道水ができるまでの水処理工程を職員が説明し

ながら場内を案内しますので、この機会にぜひ見学し

てください。

　なお、見学を希望される人は、事前にお問い合わせ

ください。

●本市の水源についてご存じですか　

　本市の水源は河内長野市にある滝畑ダム、淀川を水

源とする大阪広域水道企業団からの受水、さらに甲田

浄水場近辺の井戸からくみ上げる地下水です。

　本市の給水量の水源配分は滝畑ダム系が４９.９㌫、淀

川系が３３.８㌫、地下水が１６.３㌫となっています。

●本市の水道事業にご理解とご協力を　

　水道は市民の皆さんの生活はもとより、さまざまな

社会経済活動も支える重要な役割を果たしています。

　本市では、近隣市との緊急連絡管の接続や、災害時

などにおける応急給水、応急復旧の相互応援を実施す

る協定の締結など、大規模災害に対する水道の危機管

理体制の強化を進めています。

　今後も安全でおいしい水を安定的に供給するため、

効率的な手法を検討しながら水道事業の発展に努めて

まいりますので、引き続き皆さんのご理解とご協力を

お願いします。

　　　　問い合わせ　水道工務課浄水係〔(２４)１２１５〕甲田浄水甲田浄水場場


